
松尾純雄先生　と　短泊

社会福祉法人　大　阪　白　亜　館

理事長　　吉　村　敬　生

昭和36年8月1日から3日間､暑V.釜ケ崎の夏を一層暑いものqtした

｢釜ケ崎騒動｣は,それまで惟この地区で何らの対策をも施されずve放置さ

れた労鋤者達のうっせきした不満の爆発であった｡

この事件veよって.やっと政府や大阪府､市も重い腰を上げて積極的ve

｢釜ケ崎対策｣ VC取組むようUeをった｡

その一つとして.早くも翌3 7年_民間の特色を生かして労働紹介事業を

行うためVe､財団法人西成労働福祉センターが発足した｡

初代専務理事vtは､毎日新聞社会事業団営務理事として､広く社会福祉事

業の育成按護の実践者のみならず.理論的指導者としても評価の高かった松

尾純族先生が就任された｡

高踏的な理論を斗わせたサロンから.労働者の汗と油veまみれた釜ケ崎の

とまん中ve天降られた松尾先生は.さぞかし大変だったと思うが. -ンチン

クとレインコートの独特のスタイルで.地域を走り廻って労働者のためve尽

力された｡･

或る日.先生がお見えUe在って.労働福祉センターで仕事の紹介をし

てもらっても.その日の食事やドヤ代がjB:いというー文無しの人がめり.何

んとかしてあげたV.のだが協力してはしいとのお申出があった｡

センター近くのドヤと交渉したが.一定人数分を契約したら､泊っても泊

らなくても支払わなければならないので経費がかかって大変であるし.食事

は別veなるので.お金を渡したら飲んでしまって.翌朝センター-薬殺vlと

いう心配もある｡

白亜館で.原則として一泊二食.泊った人だけの分を支払うという条件で
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引受けてはしいとの内容であった｡

外在らぬ松尾先生の事ゆえ.心よくおjl受けした｡

現在までのところ.一日平均､3名の利用者があるが,時veは,泊と食事代

が浮V.走と思って安心したのが.お金のなV.筈の人が酔払ってやってきたり

したこともらった｡

到着時刻が夕方の一番忙しい時間veなるので.一人一人vt説明をする窓口

の指導員が大儀がって.私ve内緒で事務長をけしかけ｢工事中veつき完成ま

で引受けを中止してほしい｣と申入れてサボタージュしたりしこれは.上八

の大阪職業訓練センターであった会議の席上,極尾専務さんから聞かされて.

始めて知り.お詫びするとともvl早速その日から再開したというおはづかし

V.一幕もあった.

昭和4 9年.毎日新聞社から｢社会福祉顕彰｣を受賞した父のためVe.ホ

テル大阪広鳳で､お祝会を開いてくださったときのことである｡

既vr.退職しておられたが.松尾先生から｢短泊はまだ続けてくださって

いるのでしょうか｣とのこ質問がらり,満座の中で力強く｢やっております｣

とお答えしたとき.愛隣対策ve努力を重ねるものの連帯感というようなもの

を感じた｡

その極尾先生も今は亡く,センターも既ve1 5年を迎えられて､月日の経

過の早いのVt驚かされる｡

現専務理事麻谷勇氏は_戦陪中,鯨部隊の同じ中隊の先任小隊長で辛酸を

共veした仲であり､因縁の浅からぬものを感ずる次第である｡

松尾先生の御冥福とセンターの一層の御発展をお祈りする｡
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一　般　生　活　相　談

一般相談 �ｩLｩ�ｩ&ｹ>�o2�剞g上家庭 相談 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�合計 

i短期宿泊 ��hｨ茨h��その他 

51年4月 �#s��42 �#R�204 唐�105 �3ィ�

5月 �#sb�45 ����212 ����82 �3s��

6月 鼎3r�52 �#��856 ��b�108 鉄c��

7月 �3Cb�54 �#r�265 免ﾂ�115 鼎s"�

8月 鼎�R�54 �#R�336 ��B�72 鉄���

9月 �33��53 �#b�252 ����103 鼎Cr�

le月 塔�B�66 ��2�225 湯�79 �3�"�

l〟月 �3�2�54 �3��298 �#R�326 都3B�

12月 鼎�b�45 鼎"�329 �#"�475 涛���

1月 鼎#��56 塔��326 �#��577 �������

2月 塔���85 �#B�271 ��b�472 塔���

8月 塔湯�58 田B�277 �#��642 涛c"�

合計 滴<�#��614 塔cB�8.851 ��モ�8.056 蔦�經�2�
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短期宿泊紹介状況

- ���樣�ﾈ蹴�宿泊実人員 �-ioｸ���B�食事内訳 朝食 �(ｹ���夕食 俘xﾇb�

51年4月 鼎"�41 釘ﾔ��41 ���41 塔"�

5月 鼎R�43 鼎2�43 ���43 塔b�

6月 鉄"�44 鼎R�45 �"�45 涛"�

7月 鉄B�50 鉄��51 白�51 �����

8月 鉄B�50 鉄��50 ���50 �����

9月 鉄��48 鼎��48 ���48 涛b�

Io月 田b�58 鉄��59 迭�59 ��#��

11月 鉄B�45 鼎r�47 澱�47 �����

12月 鼎R�44 鼎B�37 湯�44 涛��

52年1月 鉄b�53 田��60 唐�60 ��#��

2月 �3R�34 塔r�87 途�37 塔��

8月 鉄��57 田��59 ��"�60 �����

年度合計 田�B�567 鉄コ�578 鉄��584 ��"��"�

前年度合計 都C��700 都#��720 鼎b�720 ��紊ッ�

対比 蔦�コ�-133 蔦�コ�-142 諜B�-136 蔦#sB�

病床見舞支給状況　　　　　　　　　　　来信物取扱状況
~一､､--一一_ 侈兀�ｾ��見舞物資 

51年4月 �"�2 

5月 ���1 

6月 ���0 

7月 ���0 

8月 免��2 

9月 ���0 

le月 蔦��0 

11月 ���0 

la月 唐�3 

52年1月 ���0 

2月 唐�4 

8月 ���1 

合計 免ﾂ�18 

前年鹿討 田��61 

対比 蔦C��-48 

-､一一一一一_ 偃h宜ﾈ��B�

51年4月 鉄"�

5月 塔"�

6月 塔R�

7月 都��

8月 田R�

9月 宝sr�

le月 田��

11月 都��

la月 免���

52年1月 塔b�

2月 都B�

8月 都"�

合計 涛�B�

前年鹿討 涛唐�

対比 蔦ヲ�



8.医　環　相　談

医療ve関する相談は業務の中でもかなりの比重を占めている｡相談はその

内容Ve応じて適宜処理している｡ちょっとした外傷の手当や胃腸ve不振を訴

える者vtは.応急手当や施薬を行い.健康保険の資格がなく医師の診療を必

要とする労働者は大阪社会医療センターVe診察を依頼している｡

これらの取扱い件数は別表の通りであるが,今年度の特徴vlつt^て幾つか

見てゆきたい｡前年度比でみると医療紹介の減少が目立ち約1割程少なくな

っている｡このことは近年.日雇健保の有資格者が増えていることが原因で

参る｡ちなみVe大阪社会医療センターの4月統計vcよると.受診者のうち依

頼券(紹介状)veよるものは19.4面前年同月29.3q∂､日雇健保vitよるも

の39.7持前年同月26.7%であり減少のゆくえを裏付けることができる｡

又軽治療は依然として多く､ 1 94 1件veのはっている｡早朝.就労前vlr

ちょっとした手当を受ける者以外veも毎日平均5人以上vt手当を行っている｡

酒の上での怪我や油気を帯びて来所する労働者に手を焼く風景もしばしば見

うけられる｡

センター周辺で救急車のサイレンが鳴らない日は少なく1日数回悶えてく

る日も参る｡内容は暴力行為vtよる怪我を始め.青カン(野循)から衰弱し

きったものの収容.アルコール中毒などの例が多い｡センターでの取扱い件

数は年間2.8件veすぎをいが.仲間同志が連絡する場合も多く救急車の利用

度はかを少なもので参る｡

以上の処理以外ve口頭で済ましている医療相談がめる｡蒔vt多vlのは入院

Ve際しての相談である｡ ｢入院したV.が病院を紹介してほしい｣ ｢差額ベッ

ト科や入院のための費用veついて一時立てかえてもらえないか｣などである｡

現在の医療のヒズミがここにもあらわれ安心して治轟を受けられる制度の必

要を痛戚させられる｡
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9.日雇労働者健康保険の取次ぎ

日雇労働者健康保険(以下日雇健保)は一般の健康保険から遅れること6

午.昭和2 8年Vt施行された｡しかし｢被保険者とするVeは各種の技術的困

難が伴う｣ (社会保険庁通達)という事情はその発足当初から参り.愛随地

区ve於いても実現が期待されつつ非常vtむずかしい状況Veあった｡センター

では｢日雇労働者の福祉向上｣とV.う主旨vl基すき日雇健保の普及活動を各

事業所veはたらきかけ､かつ労働者への加入手続の便宜をはかってきた｡従

来.建設業を主体とする愛隣地区の雇用形態は元読下諸関係が重層しておめ.

その末端の事業所は社会保険の適用をみない所が多く､労働者が被保険者手

帳を作っても印紙を貼ってくれたい.貼っても掛捨に終るとV.う状況が多か

った｡

こうした経過を経たのち5 0年1月､数年来待たれていた健保の改正(傷

病手当の給付延長)及び､ 4月からの保険料のアップ､それに見合った給付

金額の上昇に伴い加入労働者は急増した｡とりわけ､ a)いりん地区では､徹

底した治療のため入院が必要とされる場合でも､差額料金､付き添い料など

自己負担が大きく支払い能力を越えるため治療を中途でやめる人が多く､又

一定の医療機関にかかるためには飯揚などで鋤くことができなく売るため､

生活に困り治療を放棄する例が多かった｡しかし健保の改正により制度が見

なおされ加入が増えたものてらると考えられる｡

別表でも明らかなように被保険者手帳交付総数は増加し続け､有効手帳教

は約15,000-I 6.00 0人と推定される｡又受給資格確認についても毎

月4.0 0 0人程が取得し活用している｡

凄いりん地区に於いて日雇健保Vt'日雇労働者の福祉と生活安定に大きく

寄与するものであるが､傷病手当の給付の増加など日雇健保の財政を大きく

圧迫する事態を作っていることも見のかせないものとなっている｡

別表Ve見られる通り鱒病手当金の支給状況は､昨年( 50年)4月より急

激Ve増え､ 5 1年9月Vtは最高の2億8.878万円を記録した｡このことは､
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日雇労働者の多くが今まで､いかvt治療を必要としていたかをもの語ってい

る｡一方､給付の見なおしが進められる中で暢病手当の支給状況は､ 9月以

降急激Vl減少し､ 51年度末3月には､ピーク時の2分の1の2,318件､

1億1,943万円まで減少している｡

この長期不況の中で､日雇労働者はより厳しい労嘲条件vlさらされ病気-

の不安は一層高まっている.社会保険はすべての国民が等しく享受すべきも

のであり､社会的に弱い立場qe置かれている日雇労働者VCしわよせと在らな

い配慮が必要であろう｡一方では､労働者白身が､健康保険Ve対する正しい

理解を深めることも一層大切Vlなって来ている｡

又､当センターVl於げろ日雇健保の事務取次ぎも現状では15,000人qtの

ぼる被保険者をかかえ､事務処理の限界にきているとはいえ､こうした現状

からも､日雇健保の普及､啓蒙Qe努めることが､引き続き求められている｡

あわりVt.日雇健保のこの地区での活用状況の推移を､大阪社会医療セン

ターの資料で上げてお､く｡

大阪社会医療センター外来患者

医療保障別分類(延人数)状況

依頼 届健保 鼎YD�7��イZ3偵�ﾓCb�2�3���146 18.682 鼎r�48 �49 18.449 鉄��7.871 �18,573 ��b�����B�620 212 816 �18.547 

日 労災保険 ��ﾃscR�13,587 ��S#唐�冤l.820 13.959 �#SS���ﾆﾂﾃs���

各種保険等 釘纉�b�14,471 ��づ3#��10 4 ���"�9.916 涛�S#B�

生活保護 ��繝�2�4,726 迭ﾃS���都���6,821 途ﾃsS��

合計 ��R繝CR�51.466 鉄rﾃc唐�56 鼎32�60.465 都2ﾃ�#��

(注) I. 4 5年度-4 7年度の日雇健保は､各種保険Ut含む

2　依頼は､保険未加入で自費負担も不能の人が各殿関発行の診療依頼券で受診する坊
である｡

8.各種保険等の中veは政管健保.共済.組合.国保.結核予防法.老人.原爆.自賠
公害･船員.性病予防法.学校保険.障害者医療,保育所安全会等を含む｡
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あいりん地区(釜ケ崎)小史

享保年　間　　名護町一帯(現在の浪速区日本橋)ve幕府御用栄達搬人夫等

の木賃宿が発生､ ｢極貧堀｣と呼ばれるスラム地区を形成｡

明治1 8年　　阪堺鉄道(現南海本線)灘波-大和lii問開通｡

2 2年　　大阪鉄道(現国鉄関西線)開通｡

3 0年　　西成郡今宮村の一部大阪市域Vt併合される｡ (関西線以北)

3 1年　　大阪府宿屋営業取締規則制定(大阪南.堺市内での木賃宿の

営業禁止)木賃宿.釜ケ崎へ移動｡木賃宿､長屋街等vt下層

労働者集積｡

3 3年　　南海電鉄天王寺線開通｡

3 6年　　第5回内国勧業博覧会開催(天王寺)

名護町スラムは今宮村入船､釜ケ崎地区ql移転｡

4 1年　　市電南北続(灘波一今宮間)開通｡

4 2年　　天王寺公園開設｡

4 4年　　私立徳風尋常小学校設立

阪堺電気軌道(現高海抜荻線)開通｡

4 5年　(財)大阪職業紹介所開設｡

大阪自選館開設｡

大正　4年　　天王寺動物園開園

7年　　大阪での最初の米騒動今宮町で発生｡

飛田遊廓開設｡

8年　　大阪市営今宮職業紹介所､今宮労働紹介所開設｡

9年　　四恩学園開設｡

1 4年　　日雇労働者のための公営事業開始｡萩之茶屋職業紹介所開設｡

今宮町大阪市域vt併合西成区Veなる｡

1 5年　　木賃宿の名称簡易循となる｡
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昭和　7年　　世界的不況の中で､地区人口も急増. 14,184名と在る｡

今宮簡易宿泊所開設(のち今宮保護所分館)

1 1年　　西成労働紹介所開設｡ -

1 3年　　地下鉄､難波一天王寺間開通.動物園前駅が出来る｡

1 7年　　地下鉄大国町一花園間開通｡

2 0年　　大阪大空襲,地区の殆んどが暁失｡山王.飛田は焼け毒かっ

た｡

3 0年　　西成市民館.済生会今宮診療所開設｡

3 3年　　売春防止法実施､飛田遊廓廃止｡

3 6年　　西成愛隣会館開設｡

第一次釜ケ崎事件おころ｡ (8.1)

府労働部西成分室開設よ9. 1 )

87年　　西成労働福祉センター発足よ10. 1)

凄いりん学園開設｡

市立愛隣寮完成｡

38年　　第2次釜ケ崎事件よ5. 17)

第3次　'  ｡ (12･31)

4 0年　　今池生活館開所｡

41年　　第4次釜ケ崎事件.(8 . 15)

第5次　　,　｡(5 .28)

第6次　･　.(6 .21)

港湾労働法施行｡

第7次釜ケ崎喜作｡(8.26 )

府･市連絡会で. ｢釜ケ崎｣を｢唾IV,りん地区｣ yC呼び名を

統一｡

4 2年　　府労働部職業対策課を新設,地区対策を所掌｡

第8次釜ケ崎事件｡(6.2)

4 4年　　全港湾労組建設支部西成分会結成｡妓関紙｢大阪城｣発行｡
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昭利4 5年　　万国博覧会大阪で開催｡

あいりん労働公共職業安定所開設｡

(財)大阪社会医療センター発足｡

壷いりん労働福祉センターオーブン｡ ( 10 . I)

第9次釜ケ崎事件(センター詰所焼打)(12･30)

46年　　第10次釜ケ崎事件(5･25)

第11次　　,　(6 ･ 13 )

第12次　　〃　　(9- ll)

47年　　第18次(5.1).第14次(5･28).第15決(6･

28).第16狭く8.15).第17次(9･11).第

18次(10.3).第19次(10･10)釜ケ崎事件

日雇労働需要ピークと在る｡

48年　　第20次釜ケ崎事件(4･ 30)

第21次　　か　　(6･ 14 )

石油危機.不況始まる｡

5 0年　　簡易宿所千成ホテル全焼. 4人死亡.重軽傷5 9人出る｡

日雇健康保険の給付内容大巾yr改善｡

5 1年　｢建設労働者の雇用の改善等ve関する法律｣施行｡

(参考文献･資料出所)

1.をいりん地区の実態( 5 1年版)西成警察署｡

1.あいりん労働公共職業安定所業務概況( 5 I車度)｡

1.大阪社会医療センター5年9ケ月のあゆみ｡

1.西成区史｡
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組　　　　　　　織

1.理　事　会

理　事　長　　橋　　　　　憲

専務理事　　麻　谷　　　勇

理　　　事　　石　原　重　信　　雇用促進事業団大阪支部長

岩　田　光　利　　大阪府労働部長

亀　崎　俊　雄

全日本港湾労働組合

関西地方本部副執行委員長

大阪トラ　ック協会専務理事

大阪労働協会長

大阪市民生局長

大阪労働者福祉協議会副会長

大阪建設業協会常務理事

大阪労働者福拙協議会専務理事

大阪府立大学教授

大阪府労働部次長

雇用促進事業団大阪支部庶務課長

2.事　務　局

専務理事兼事務局長

総　務　課　　庶務.予算.経理担当課

紹　介　課　　職業紹介,求人求職及び労働相談担当課

労　災　課　　労働者災害補償保険貸付及び相談担当課

福　祉　課　　労働者の福祉ve関する業務担当課

(昭和52年9月1日現在)

昭和52年10月1日印刷 

昭和52年10月1日発行(非売) 

発行所大阪市西成区萩之茶室1丁目3番44号 

財団法人西成労働福祉センター 

電話641-0181(佗) 
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